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【研究成果の内容】 

 分化能の高い植物茎頂組織を液体窒素中でガラス化状態で保存する。保有可能な期間は非常

に長く（ほぼ期限なし）、その間の遺伝的変異はほどんと見られない。異なった植物に用いるこ

とができる共通の簡便な方法を開発した。（下記の図、写真は田中大介作成） 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域特産の園芸作物の遺伝資源保存や絶滅の危険性がある植物など

の維持 

関連特許 なし 
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どんな技術？ 

何に使えるの？ 

有用な、あるいは、貴重な植物遺伝資源を低コスト、省スペースで長期間

保存できる。保存中の変異も起こらない。 
 


